








　２．大学間連携事業
❶　e-learning
ᾇɹF�MFBSOJOH ʹ͍ͭͯ

　黒潮医療人養成プロジェクトでは、教育プログラムの学習の補助として、3 大学共同で
e-learning コンテンツを制作しています。コンテンツは、「総合診療」「災害救急・感染症」「実
践臨床」の 3 つのカテゴリーに分類し、対象となる学年が分かりやすいようラベルを付して提供
しています。

黒潮医療人養成プロジェクトのウェブサイトでの e-learning のページ
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ᾈɹެ։ൣғ
　制作したコンテンツは自大学の LMS（3 大学とも moodle を使用）で履修学生に提供しています。
高知大学がコンテンツの管理をおこない、他大学での利用を許諾しているコンテンツはウェブサイト
上でも公開しています。本ウェブサイト上のコンテンツは ID、パスワードを付与された連携校の履
修学生、関係者（研修医、一般学生、指導医等）も視聴可能です。また、ポストコロナ GP e-learning
システム（T-COME）の活用も一部開始しており、今後さらに幅広い活用が期待されます。

プラットフォーム

公　　開　　範　　囲

履修学生
（自大学）
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（連携校）

学生
（他の拠点）

関係者
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指導医、等）
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ᾉɹίϯςϯπ੍࡞ঢ়گͱར༻ঢ়گɹɹ
　令和 5 年度以降、毎年 10 コンテンツ以上の制作を目標とし、地域ニーズに対応できる多様な内容
の提供を目指しています。令和 7 年度は 3 大学で計 12 コンテンツを制作し、これまでに制作したコ
ンテンツの総数は 54 となっています。
　プロジェクトのウェブサイト上で公開している 47 コンテンツについては、利用状況を収集してお
り、コンテンツの総視聴回数は 2,058 回、総視聴時間は 236 時間 30 分となっています（令和 8 年 3
月 17 日時点）。昨年度の同時期と比較すると、１年間で約 800 回、約 90 時間の増加となっており、
コンテンツの活用が進んでいることが確認されました。
　今後も、より充実したコンテンツを提供し、学生の学習を支援できるよう取り組むとともに、より
多くの学生や関係者に活用してもらえるよう、周知や利便性の向上にも努めていきます。
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■�F�MFBSOJOH ίϯςϯπҰཡ

カテゴリー 作成大学 コ ン テ ン ツ 名 対象学年 作成年度 作成数

総
　
合
　
診
　
療

高知大学

地域医療ͱྟচڀݚ ௿学年 34

8

地域のา͖ํ શ学年 3�
*$TΛ׆༻ͨ͠ଟ৬छڠಇ～高知のऔΓ૊Έ֓ཁ～ શ学年 3�
Λ૊ΈཱͯΔ֨ࠎຊجのڀݚ શ学年 3�

和Վཱݝࢁ
医科大学

総߹਍療͜ͱ͸͡Ί શ学年 34
#14ϞσϧͱΠϯςάϥϧཧ࿦ શ学年 3�

ॏ大学ࡾ 1uCmFdΛ༻͍ͨ文ࡧݕݙ શ学年 34
地域Ξηスϝϯト ௿学年 3�

災
　
　
害
　
　
救
　
　
急
　
　
・
　
　
感
　
　
染
　
　
症

高知大学

高知ݝのೆւトϥϑ地਒ରࡦ શ学年 3�

2�

௡೾ഏ શ学年 3�
ආ೉ॴͰのײછରࡦ（ײثٵݺછ঱ରࡦฤ） શ学年 3�
%."Tͱ֐ࡂ時医療ରԠのݪଇ શ学年 3�
トϦΞʔδͱ࣏療 શ学年 3�
౦೔ຊ大਒͔ࡂΒͨ͑ߟ医療ؔػのೆւ地਒ରԠ શ学年 3�
高知ݝのೆւトϥϑ地਒ରࡦ～Ωʔϫʔυ͸総ྗઓ～ શ学年 3�
高知ݝの֐ࡂ医療ମ੍ͱ高知大学ෟଐ病院 શ学年 3�
ආ೉ॴʹ͓͚Δؔ֐ࡂ࿈ࢮ શ学年 3�
時のストϨス֐ࡂ શ学年 3�
時のϝϯλϧϔϧスέΞ֐ࡂ શ学年 37
高知大学医学部๷ࡂʹ͍ͭͯ શ学年 37
XFCษڧձ～ഏԌ～ શ学年 37

和Վཱݝࢁ
医科大学

ආ೉ॴͰの支援׆ಈのதͰのײછ๷ޚの஫ҙ点
～和Վݝࢁ WFr. ～ શ学年 34

μχഔհײછ঱・݁֩のૅج知ࣝ શ学年 3�
医療֐ࡂ ௿学年 34
৯தಟΛ͢͜ى病ݪମ શ学年 3�
Ӵੜࢦͱख֐ࡂ શ学年 37

ॏ大学ࡾ

֎ইのԠٸॲஔ શ学年 3�
୲Սの࢖༻ํ๏ શ学年 3�
᝷৓時病院ආ೉ೋ࣍トϦΞʔδ શ学年 3�
トϦΞʔδλοάの࢖༻ํ๏ શ学年 3�
病院ආ೉ೋ࣍トϦΞʔδ܇্ص࿅ʲ࣮ફฤʳ શ学年 3�
ଟ਺ই病ऀड͚ೖΕ܇࿅ʲΤϦΞ܇࿅ʳ શ学年 3�
ଟ਺ই病ऀड͚ೖΕ܇࿅ʲຊ部܇࿅ʳ શ学年 3�

実
　
　
践
　
　
臨
　
　
床

高知大学

ͤΜໝ 高学年�ݚम医 3�

2�

౰௚Ұൠɺ�γϣοΫٸٹ 高学年�ݚम医 3�
༌ӷɺ̞̫̝のબ୒ 高学年 3�
؅ૠ؅͸४උͰܾ·Δؾ 高学年�ݚम医 3�
௧ڳ 高学年�ݚम医 3�
ൃ೤ 高学年 3�
Ϟχλʔ৺ిਤのํݟ 高学年�ݚम医 3�
೴݂؅ো֐ 高学年�ݚम医 3�
ʮ%/"3ɺٸม時 'ullʯͬ ͯมͰ͔͢ʁ

～ऴ຤ظのํ਑ܾఆ～ 高学年�ݚम医 3�

ॲஔ時の௟੩・௟௧のコπ͑ڭ·͢ɻ 高学年�ݚम医 3�
高ྸऀױのϚωδϝϯト 高学年�ݚम医 3�
ൃ೤～ 'FWFr ～ 高学年�ݚम医 37
Ϟχλʔ৺ిਤの202—ํݟ�年౓൛— 高学年�ݚम医 37
հޢอ੍ݥ౓ૣΘ͔Γ 高学年�ݚम医 37
ओ࣏医ҙݟॻΛॻ͍ͯΈΑ͏ 高学年�ݚम医 37
όΠλϧαΠϯΛΑΉྗΛ஁͑Α͏ 高学年�ݚम医 37
ΠϯϑϧΤϯβ 高学年�ݚम医 37
Ί·͍ 高学年�ݚम医 37

和Վཱݝࢁ
医科大学

地域ͰফԽ؞؅Λ͚ͨͭݟΒᶃ総࿦・大௎؞ฤ 高学年�ݚम医 3�
地域ͰফԽ؞؅Λ͚ͨͭݟΒᶄ৯ಓ؞・ң؞ฤ 高学年�ݚम医 3�
XFCษڧձ～೘࿏ײછ঱～ 高学年�ݚम医 37

令和 8 年 3 月 17 日時点で計 54 コンテンツ（うち令和 7 年度 12 コンテンツ）を制作しています。
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❷ɹ߹ಉγϯϙδ΢Ϝ

第４回　合同シンポジウム

֓ཁͱ໨త ３大学の教職員、学生、地域医療人材養成拠点病院関係者、行政が本プロジェクトの
意義を確認、相互に交流するとともに、広く地域に対し情報発信する

೔ɹɹɹ࣌ 令和 8 年 3 月 14 日（土）14：00 ～ 17：00

৔ɹɹɹॴ 高知市文化プラザ かるぽーと　龍馬学園イベントホール
（対面とオンラインによるハイブリッド開催）

ओɹɹɹ࠵ 高知大学

ɹɹɹԉޙ 高知県、（一社）高知県医師会、（一社）高知医療再生機構

ɹՃɹऀࢀ 201 人（現地 87 人、オンライン 114 人）

࣍ɹɹɹୈ

14：00　　開　　会
14：05　　挨　　拶　　高知大学医学部長　井上　啓史（黒潮医療人養成プロジェクト事業責任者）
14：05　　祝　　辞　　高知県知事　　　　濵田　省司
14：15　　特別講演「ポストパンデミックの地域医療を考える　培われた地域連携の未来図」

　　　講師／高山義浩 氏（沖縄県立中部病院感染症内科地域ケア科）
　　　座長／阿波谷敏英 （高知大学医学部 家庭医療学講座　教授）　

15：25　　休　　憩
15：35　　参加型防災クイズプログラム 「もしもの日を、今日考える。」

　　　進行／西山謹吾（高知大学医学部危機管理医療学講座　特任教授）
16：15　　取組事例報告　～プロジェクト履修学生による発表～

　　　１．高知大学　医学科 2 年生 4 名
　　　　「へき地での体験を糧に今後の研究へ

～北海道・沖の島・土佐山診療所 心配性と不適切処方～」
　　　２．和歌山県立医科大学　医学科 3 年生
　　　　「遠隔外来利用の促進・阻害要因の探索」
　　　３．三重大学　医学科 1 年生 4 名
　　　　「気軽に誰でも集まれる場所を －住民と住民、住民と大学生を繋げたい－ 」

16：50　　次回開催地挨拶　三重大学医学部長　平山　雅浩
16：55　　閉会挨拶　　　　高知大学学長　　　受田　浩之
17：00　　閉　　会
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Ճऀ಺༁ࢀ�■

計 高知 和歌山 三重 3県以外（不明含む）
医 学 生 80（ 51） 52（34） 23（16） 4（0） 1（1）
上記以外の医療系学生 1（ 1） 1（ 1） 0 0 0
中 高 生 12（ 7） 9（ 6） 0 0 3（1）
大 学 関 係 者 86（ 42） 68（36） 7（ 0） 8（4） 3（2）
地 域 医 療 機 関 12（ 7） 7（ 3） 3（ 3） 0 2（0）
行 政 職 員 6（ 4） 4（ 2） 2（ 2） 0 0
その他（不明含む） 4（ 2） 3（ 1） 0 0 1（1）

計 201（114） 144（83） 35（21） 12（4） 10（5）
注　(　) 内はオンライン参加者数

ՃऀΞϯέʔτࢀ�■
　 回答者 92 人
　 （医学生 42、医療系学生 1、中高校生 7、地域医療機関 3、行政関係者 4、大学関係者 35）

　 ̡ �֤ϓϩάϥϜຬ଍౓�ʳ

˙�ΞϯέʔτΑΓʢࣗ༝هड़ʣ
ɹ●ಛผߨԋʮϙετύϯσϛοΫͷ஍Ҭ医ྍΛ͑ߟΔɹഓΘΕͨ஍Ҭ࿈ܞͷະདྷਤʯ
ɹɹ医学ੜ
　　　・とても有意義な時間だった。
　　　・「システムが人の意思を封じてしまう可能性がある」という話が印象に残った。
　　　・地域医療のあり方を改めて考える機会になった。
　　　・行政としての患者さんのケアだけではなく、地域の支え合いとしての、カルチャーとしてのケ

アを行うことが大切だということがとても印象的だった。
　　　・患者さんやご家族の考え、医療的な面での行うべき治療が複雑にかみ合わない場合、本人の意

向を大切にしつつ、話し合いを進めていくことの大切さを、実際の症例をもって感じた。
ɹɹத高ੜ
　　　・ただ病気に対してテキパキと手術をすれば良いというわけではないのだなと思った。
　　　・行政と医療の関係やコロナ期の医療体制について知ることができた。
ɹɹߦ੓৬һ
　　　・地域医療と行政の関わりについて理解が深まった。
　　　・分かりやすく大変勉強になった。
ɹɹ大学ؔऀ܎
　　　・実体験に基づくお話に感銘を受けた。
　　　・憧れの先生の講演を聞くことができ感動した。
　　　・心に残る素晴らしい講演だった。

ಛผߨԋʮポストύϯσϛοΫの地域医療Λ͑ߟΔ
ഓΘΕͨ地域࿈ܞのະདྷਤʯ

ΫΠζϓロάϥϜࡂ๷ܕՃࢀ
　　　　　　　�ʮ΋͠΋の೔Λɺࠓ೔͑ߟΔɻʯ

学ੜʹΑΔऔ૊事ྫใࠂ

˙�ͱͯ΋ຬ଍　　˙�ຬ଍　　˙�ී௨　　˙�ෆຬ

� �� �� �� �� ���ˋ
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ɹ˔ࢀՃܕ๷ࡂΫΠζϓϩάϥϜʮ΋͠΋ͷ೔Λɺࠓ೔͑ߟΔɻʯ
ɹɹ医学ੜ
　　　・クイズ形式で楽しく学ぶことができた。
　　　・内容を整理しながら理解できた。
　　　・災害医療について考える良い機会になった。
　　　・正解の選択肢が意外なものであったところ（トイレの清潔さが保たれていないと心筋梗塞が生
　　　　じやすくなるなど）では、なぜそうなるのかについても話していただき、理解が深まった。
ɹɹத高ੜ
　　　・心のどこかで災害を「起こらないもの」と思っていた認識を改めるきっかけになった。
ɹɹ大学ؔऀ܎
　　　・クイズ形式で分かりやすかった。　　　・防災グッズなどを見直そうと思った。
　　　・簡易トイレの大切さが分かった。
ɹ˔学ੜʹΑΔऔ૊ྫࣄใࠂ
ɹɹ医学ੜ
　　　・類似した研究テーマでも着眼点が全く違うことが面白く感じました。
　　　・同じテーマでも着眼点の違いが興味深かった。
　　　・同じ 1 年生の方たちが、地域住民の方々と触れ合う機会を自分たちで計画して実行しているこ
　　　　とに驚いた。
ɹɹத高ੜ
　　　・医学生が地域活動をしていることを初めて知った。
ɹɹ大学ؔऀ܎
　　　・低学年の学生もしっかりとした意見を持っており、このプログラムに参加している学生が意欲
　　　　的に取り組んでいる様子が良く分かった。
　　　・内容が簡潔にまとめられていた。
　　　・地域に根ざした活動で将来性を感じた。
ɹ˔γϯϙδ΢Ϝશମ
ɹɹ医学ੜ
　　　・システムと自己決定の関係について考えさせられた。　　　・地域医療の理解が深まった。
　　　・現地での質疑の様子、進行などとてもスムーズで、オンラインからの参加でも現地の様子がよ
　　　　く伝わってきた。
ɹɹ大学ؔऀ܎
　　　・非常に良いシンポジウムだった。　　　・勉強になる内容だった。
ɹɹத高ੜ
　　　・進路に繋がる内容で、地域医療や防災について深く学べて良かった。クイズも 2 問正解できて
　　　　嬉しかった。
　　　・地域医療や防災について学ぶことができた。
　　　・シンポジウムの内容が分かりやすく、医学知識が無いなりに新しく知れたことがたくさんあった。

˙�౰೔ͷ༷ࢠ
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第4回 合同シンポジウム

3.142026.

 後援：高知県、（一社）高知県医師会、（一社）高知医療再生機構

主催：高知大学医学部
病院事務部 総務企画課 地域医療支援室
� 088-888-2744  � kuroshiodmp@kochi-u.ac.jp

14:00-17:00 受付開始
13:30～

土
会場： 高知市文化プラザ かるぽーと 龍馬学園イベントホール（小ホール）  高知県高知市九反田2-1

大学生・教職員、地域医療機関の皆様
高校生・中学生・保護者、県民の皆様
本プロジェクトに関心のある方

参加費
無料

対象

● 特別講演  高山 義浩 氏（沖縄県立中部病院 感染症内科 地域ケア科）

 『ポストパンデミックの地域医療を考える　培われた地域連携の未来図』

● 参加型防災クイズプログラム 『もしもの日を、今日考える。』

● 取組事例報告
 プロジェクト参加学生の発表　など

プ
ロ
グ
ラ
ム

オンライン参加OK ハイブリッド形式

kuroshio-pjt.com

黒潮医療人養成
プロジェクトWEBサイト

kuroshio_pj

Instagram

特
別
講
演

講
師
紹
介

高山 義浩  氏
沖縄県立中部病院 感染症内科 地域ケア科
東京大学医学部保健学科を経て山口大学医学部
を卒業。沖縄県立中部病院で感染症診療と在宅
医療に携わり、厚生労働省ではパンデミック対策
や地域医療構想に関与。現在は内閣府の専門委
員として制度改革を推進し、臨床と政策の両面か
ら医療の未来を見据えている。

お申込はこちらから�

2026.3.4 水お申込期限

本シンポジウムはハイブリット形式で開催します。
会場でのご参加・オンラインでのご参加のど
ちらかお選びいただけます。

※現地参加は先着100 名程度までとさせていただきます。

地域から、日本の医療の未来を描く
■
ポ
ス
タ
ー
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❸ɹ学ੜ૬ޓ೿ݣ・ަྲྀ
　黒潮医療人養成プロジェクトでは、大学間の相互交流を積極的におこなっています。各大学の特色
を活かした実習や学術大会への合同参加を通じて、学生同士が学び合う機会を提供し、多様な地域ニー
ズに応えることのできる医療人の育成を目指しています。

˙�ΞΫςΟϒϥʔχϯάίʔεʢ஍Ҭ૯߹਍ྍίʔεʣ
ɹɹ˔ ೔ຊϓϥΠϚϦ・έΞ࿈߹学ձ学ज़大ձ΁߹ಉࢀՃ

　地域総合診療コースでは、令和 5 年度より毎年、日本プライマリ・ケア連合学会学術大会に 3
大学合同で参加し、ポスターツアーを実施しています。令和 7 年度は、6 月 22 日に実施された
北海道での学術大会に 3 大学の学生 32 名（高知大学 9 名、和歌山県立医科大学 9 名、三重大学
14 名）が参加し、学生 11 名（高知大学 2 名、和歌山県立医科大学 1 名、三重大学 8 名）が演題
発表をおこないました。

˙�ΞΫςΟϒϥʔχϯάίʔεʢײ・ٸٹ֐ࡂછ঱ίʔεʣ
ɹɹ˔ �大学߹ಉͰͷ๷܇ࡂ࿅Λ࣮ࢪ

　災害救急・感染症コースでは、3 大学合同で防災に関する実習を実施しています。令和 7 年度
は高知県および三重県において合同実習をおこないました。
　令和 7 年 5 月 31 日から 6 月 1 日にかけて、災害時対応研修ならびに高知県総合防災訓練に参
加しました。災害時対応研修には、山里海医学共育プロジェクトも加わり 7 大学の学生 42 名（高
知大 11 名、和医大 1 名、三重大 12 名、岡山大 13 名、島根大 1 名、香川大 2 名、鳥取大 2 名）
が参加し、実践的な災害時対応研修をおこないました。また、高知県総合防災訓練では学生 112
名（高知大医学科生 14 名 / 看護学科生 67 名、和医大 1 名、三重大 12 名、岡山大 13 名、島根
大 1 名、香川大 2 名、鳥取大 2 名）が傷病者役として参加しました。高知県防災訓練では台湾
のテレビ局による取材も受け、防災教育の取組について広く発信する機会となりました。
　さらに、10 月４日には三重大学附属病院防災訓練において、3 大学の学生 148 名（高知大５名、
和医大８名、三重大医学科生 132 名 / 看護学科生 3 名）が参加し、多数傷病者受入れ訓練など
を含む合同実習および病院防災施設の見学研修をおこないました。

地域総合診療コースでの3大学合同での日本プライマリ・ケア連合学会学術大会への参加の様子（令和7年6月）
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災害時対応研修と高知県総合防災訓練（令和7年5月、6月）

˔ ೔ຊ֐ࡂ医学ձ૯ձ・学ज़ूձ΁ͷ߹ಉࢀՃ
　災害救急・感染症コースでは、日本災害医学会
総会・学術集会への合同参加もおこなっており、
今年度は令和 8 年３月 19 ～ 21 日に新潟県で
開催される同集会に 3 大学の学生計 10 名（高
知大学 1 名、和歌山県立医科大学 3 名、三重
大学 6 名）が参加し 4 演題を発表しました（高
知大学 1、和歌山県立医科大学 1、三重大学 2 ）。

三重大学での大規模災害訓練と合同研修（令和7年10月）

日本最大級の津波避難タワー見学（高知県南国市）　　  実践的な災害時対応研修（三角巾の使用方法）

高知県総合防災訓練に傷病者役として参加

トϦΞʔδλοάهೖ ΤΞʔストϨονϟʔൖૹ܇࿅ σδλϧ؆қແઢの৘ใ఻ୡ܇࿅

��

Ⅲɽ事業実施状況報告

大学ؒ࿈ۀࣄܞɹ学ੜ૬ޓ೿ݣ・ަྲྀ



˔ ̏大学߹ಉ ࢪձͷ࣮ڧછ঱8FCษײ
　令和 7 年 12 月より、医学生や研修医を対象としたオンラインによる感染症 Web 勉強会を 3 大
学合同で開催しています。
　勉強会の内容は、e-learning コンテンツとしてウェブサイト
上に掲載するとともに、各大学における実習時の教材として活
用しています。定期的な開催と継続的な学びを通じて、感染症
に関する専門的な学習機会を創出しています。

˙�௕ظ଺ܕࡏΫϦχΧϧΫϥʔΫγοϓʢ-*$ʣ
　令和 5 年度より大学間の学生相互派遣をおこなっています。令和 7 年度は各大学から以下のよう
に学生の相互派遣をおこない、3 大学の学生計 16 名（高知大学 3 名、和歌山県立医科大学 11、三重
大学 2 名）が自県以外の病院での実習を経験しました。

˔ 大学ؒ学ੜ૬ޓ೿࣮ݣ੷ʢྩ和�೥౓ʣ

実施大学 派　　遣　　先 期　　間 人数

高知大学

和Վݝࢁ ຽ病院ࢢຊڮ 令和8年3月2೔～�3೔ ໊̍

ࡾ ॏ ݝ ຎ病院ࢤཱݝ
令和7年3月2೔～�3೔
令和8年3月2೔～�3೔

໊̍
໊̍

和Վཱݝࢁ
医科大学

高 知 ݝ
ଟ͚ΜΈΜ病院഼ཱݝ 令和7年�月�2೔～30೔ ໊̍

総߹病院ཱ͖͋ݝ 令和7年�月�2೔～30೔ ໊̍

ࡾ ॏ ݝ

૊߹ཱلೆ病院
令和7年�月�2೔～30೔
令和8年2月��೔～3月�೔

໊̍
໊̎

ொཱೆҏ੎病院　
令和7年�月2೔～20೔
令和8年�月2�೔～2月�3೔

3月�೔～27೔

໊̍
໊̍
໊̍

ຎ病院ࢤཱݝ
令和8年�月2�೔～2月�3೔

2月��೔～3月 �೔
3月 �೔～27೔

໊̍
໊̍
໊̍

ॏ大学ࡾ
高 知 ݝ ଟ͚ΜΈΜ病院഼ཱݝ 令和7年7月�4೔～8月�೔ ໊̍

和Վݝࢁ 和Վཱݝࢁ医科大学ෟଐ病院ل๺෼院 令和7年�月7೔～�月�೔ ໊̍

和歌山県立医科大学による尿路感染症をテーマにした発表の様子 勉強会のチラシ

��

ை医ྍਓཆ੒ϓϩδΣΫτࠇ
ྩ和̓೥౓ɹۀࣄใࠂॻ

Ⅲ
．
事
業
実
施
状
況
報
告

大学ؒ࿈ۀࣄܞɹ学ੜ૬ޓ೿ݣ・ަྲྀ



˔ ΦϯϥΠϯͰͷ߹ಉৼΓฦΓͷ࣮ࢪ
　LIC 期間中は、拠点病院で実習中の学生、指導医、各県の大学教員をオンラインでつなぎ、週
１回の合同振り返りを実施し、学生らの体験共有に加え、指導医や教員も実習へのフィードバックを
得る貴重な機会となりました。

˔ ௕ظ଺ܕࡏΫϦχΧϧΫϥʔΫγοϓʹ͓͚Δ学ੜ૬ޓ೿ྲྀަݣͷ༷ࢠ
ɹʢྩ和�೥�݄ʙྩ和�೥�݄ʣ

総߹病院Ͱ࣮शΛ͓͜ͳͬͨ高知大ੜͱ和医大ੜのൃදスϥΠυ（令和7年�月）͖͋ݝ高知（ࠨ）
（ӈ）ࡾॏݝ૊߹ཱلೆ病院Ͱ࣮शΛ͓͜ͳͬͨ和医大ੜのൃදスϥΠυ（令和7年�月）

म医のઌੜํͱ高知大ੜ（ӈ͔Β2൪໨）ݚຎ病院Ͱのࢤཱݝॏࡾ（ࠨ）
（ӈ）高知ཱ͖͋ݝ総߹病院ͰΧϯϑΝϨϯスதの高知大ੜͱ和医大ੜ（ӈ2人）

߹ಉৼΓฦΓʹ͓͚Δ࣮श学ੜͱࢦಋ医ɺ大学ڭһ
（高知ཱ͖͋ݝ総߹病院ɺل๺෼院ɺڮຊࢢຽ病院ɺಹஐউӜொཱԹઘ病院ɺࠃอ͢͞Έ病院：令和 7年 �月）
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❹ɹαΠτϏδοτ
　黒潮医療人養成プロジェクトでは、大学間および他拠点との相互理解の促進と教育の質の向上を目
的として、サイトビジットを実施しています。教育内容や運営上の工夫の共有を通じて、各教育プロ
グラムの改善に資する機会となっています。

˙ ΞΫςΟϒϥʔχϯάίʔεʢײ・ٸٹ֐ࡂછ঱ίʔεʣ
ɹɹ˔�ϙετίϩφۀࣄଞڌ఺ߍͰͷαΠτϏδοτΛ࣮ࢪ

　令和 7 年 4 月 25 ～ 26 日、高知大学から教職員 4 名が弘前大学医学部を訪問し、サイトビジッ
トを実施しました。
　本学と同様に「ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業」の拠点校である弘前大学にお
いて、教育プログラム等の取組内容について情報共有を行うとともに、弘前大学高度救命救急セ
ンター・被ばく医療施設およびつがる総合病院を視察し、地域医療に関する意見交換をおこない
ました。

ɹɹ˔�大学߹ಉ࣮शʹ߹Θͤڭ৬һ͕αΠτϏδοτΛ࣮ࢪ
　令和 7 年 5 月 31 日、7 大学合同災害時対応研修にて、教職員 11 名（高知大学 7 名、三重大学 2 名、
岡山大学 2 名）が災害に関する取組みについて災害に関する取組みについて評価しあいました。
また、令和 7 年 10 月 4 日、三重大学での大規模防災訓練にあわせたサイトビジット会議にて、
課題や予定について協議をおこないました。
　令和 8 年 3 月 14 日、合同シンポジウム（高知県）にあわせて意見交換をおこないました。

サイトビジット会議や実習施設、被ばく医療施設、つがる総合病院見学の様子

三重大学附属病院大規模防災訓練（令和7年10月）高知大学災害時対応訓練（令和7年5月）
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˙�ΞΫςΟϒϥʔχϯάίʔεʢ஍Ҭ૯߹਍ྍίʔεʣ
　● �大学ͷڭ৬һ͕ؔ࿈ࢪઃͷ͓࡯ࢹΑͼαΠτϏδοτձٞΛ࣮ࢪ

　地域総合診療コースでは毎年、3 大学持ち回りでサイトビジットを実施しており、令和 7 年度は
5 月 18 から 20 日にかけて和歌山県、三重県で実施しました。3 大学の教職員 8 名（高知大学 1 名、
和歌山県立医科大学 3 名、三重大学 4 名）が参加しサイトビジット会議を実施しました。各大学
がアクティブラーニングコースの実施状況について報告し意見交換をおこなったほか、T-COME
の運用や合同シンポジウム、学生エコーサークルの展開、補助事業終了後について協議をおこない
ました。

˙�௕ظ଺ܕࡏΫϦχΧϧΫϥʔΫγοϓʢ-*$ʣ
　● �大学ͷڭ৬һ͕高知県ͷڌ఺පӃΛ࡯ࢹ

　令和 7 年 5 月 18、19 日に、地域総合診療コースのサイトビジットとあわせて、3 大学の教職員
9 名（高知大学 2 名、和歌山県立医科大学 4 名、三重大学 3 名）が、和歌山県および三重県の拠点
病院等（国保すさみ病院、那智勝浦町立温泉病院、紀南病院組合立紀南病院、きなん苑、あたわ在
宅診療所、相野谷診療所、くまのなる在宅診療所）を訪問し、LIC 履修中の学生（和歌山県立医科
大学）と意見交換をおこないました。

˙�߹ಉγϯϙδ΢Ϝ
　●�ϙετίϩφۀࣄଞڌ఺ߍͷαΠτϏδοτΛडೖΕ

　ポストコロナ事業の他拠点校である岐阜大学医学部長が合同シンポジウムに参加され、教育プロ
グラムの取組状況等について情報共有と意見交換をおこないました。

三重の組合立紀南病院で実習中の和医大生とのヒアリング 那智勝浦町立温泉病院訪問

施設利用者との活動の様子 紀宝町防災拠点ビル　屋上
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　３．地域志向性アンケート調査
❶ɹܭڀݚըॻ
ɹᾇɹഎܠͱ໨త

　医学の進歩に伴い、医療は高度化、細分化が進み、医師の大病院、都市部への偏在が社会問
題となっている。これに対し、全国の医学部では、入学定員を増やし、地域枠として卒業後の
医師不足地域での勤務を義務付け、医師の地域偏在の解消に努めている。しかし、地域枠卒業
医師が地域ニーズの高い総合的な領域（総合診療、救急、感染症、等）に進むことを期待され
ているにもかかわらず、専門分化された診療科を志向することも少なくない。学部教育として
学生に地域ニーズへの深い理解が求められるようになり、2022 年度、文部科学省の補助事業「ポ
ストコロナ時代における医療人材養成拠点形成事業」が公募された。
　高知大学、和歌山県立医科大学、三重大学では「黒潮医療人養成プロジェクト」として応募
し採択された。３大学の立地する高知県、和歌山県、三重県では、過疎高齢化が進み、中山間
地が多く、長い海岸線に沿って集落が点在するなど社会的な状況が類似しており、医療の安定
的な確保に共通課題がある。また、南海トラフ巨大地震が発生した際には、甚大な津波被害が
予想されている。本事業では、３大学で連携して地域指向型医学教育を推進し、地域ニーズを深
く理解し、課題解決のためにリーダーシップを発揮する医療人を養成することを目標にしている。
　「黒潮医療人養成プロジェクト」では、各県に地域医療人材養成拠点病院を定め、同院での
低学年からの体験実習、高学年での長期滞在型のクリニカルクラークシップ（Longitudinal 
Integrated Clinical Clerkship）、複数学年にわたるアクティブラーニングコース、３大学合同
シンポジウムを計画している。こうした地域指向型教育の効果を測るために、継続的に学生の
地域指向性を調査することとした。

ɹᾈɹํڀݚ๏౳
　　アɹڀݚର৅ऀ

　2022 年度から 2028 年度に高知大学・三重大学・和歌山県立医科大学に在籍している医
学科の学生を対象とする。毎年、1 年生（入学時）、3 年生、5 年生、6 年生（卒業時）を対
象にアンケート調査を実施する。アンケート実施にあたり、適切な同意を得る。

　　イɹؒظڀݚ
　2022 年度（倫理委員会承認日）～ 2029 年 3 月 31 日

　　ウɹσʔλऩूํ๏
　３大学それぞれに自大学の学生に対し、オンラインで実名のアンケート調査を実施する。
アンケート調査項目は、出身地の人口規模、地域指向性尺度 15 項目とする。アンケート調
査項目以外に、大学が把握し所属する教員に開示している学生基本情報（出身地、入試種別、
学年、履修科目、等）も利用する。地域指向性尺度は、川本らが開発した地域志向性尺度（文
科省科研 15K04236）を使用する。

　　エɹ෼ੳํ๏
　研究責任者または研究分担者は、自大学の各学生のアンケート回答データから、個人情報
を削除し番号を付与し匿名化する。管理番号と学生の個人情報の対応表を別途作成し、アン
ケート回答データを扱うコンピュータと接続していない外部記録媒体に分けて保管する。管
理番号と個人情報の対応表を保存した外部記録媒体は施錠した保管庫で厳重に管理する。研
究分担者は匿名化したアンケート回答データのみを研究責任者に送付する。
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　地域指向型の教育プログラムの履修により、学生の地域指向性が変化したかを調査し、プ
ロジェクトの有効性を検証する。また、入試制度（地域枠）、出身地の違いにより効果に差
異が生じるかも検証する。

ɹᾉɹྙཧత഑ྀ
　本研究は、高知大学医学部倫理委員会の承認を受けることとする。データは厳格に管理する
こととし、本研究の目的のために限り使用し、第三者に提供及び開示を行わない。研究終了後、
不要となるデータ等は速やかに廃棄することとする。

ɹᾊɹڀݚ૊৫
高知大学医学部家庭医療学講座　　　　　　　　阿波谷敏英（研究代表者）
和歌山県立医科大学地域医療支援センター 　　蒸野　寿紀
三重大学大学院医学系研究科統合薬理学分野　　西村　有平

❷ɹྩ和�೥౓ௐࠪ݁Ռ
ɹᾇɹճ౴਺ �ର৅ऀ਺

　全体として 85.1％の回答率であった。令和 4 年度 53.3％、令和 5 年度 71.8％、令和 6 年度
73.1％と徐々に回答率が上昇している。

学年 高知大学 和歌山県立医科大学 三重大学 

��年ੜ� �07ʗ ��� ��.4ˋ� 8�ʗ �0� 8�.�ˋ� �2�ʗ �2� �00.0ˋ�

3�年ੜ� �03ʗ �20 8�.8ˋ� 8�ʗ �04 77.�ˋ� 80ʗ �27 �3.0ˋ�

��年ੜ� �2�ʗ �2� ��.8ˋ� 84ʗ� �8 8�.7ˋ� �0�ʗ �23 88.�ˋ�

��年ੜ� ��ʗ �0� 8�.8ˋ� 7�ʗ� �3 7�.3ˋ� �02ʗ �2� 7�.�ˋ�

શମ� 422ʗ 4�2 ��.3ˋ� 322ʗ 3�� 8�.3ˋ� 4��ʗ �04 82.�ˋ�

ɹᾈɹ஍Ҭੑ޲ࢤείΞ
　入学時は高いが学年が上がるにつれ低下、卒業時に再び上昇する傾向がある。また、出身地
の人口規模が小さいほどスコアが高い傾向がある。いずれも過去の調査と同様である。

学年 高知大学 和歌山県立医科大学 三重大学 

��年ੜ� �0.��ʶ��.42 O��07 4�.�8ʶ�7.0� O� 8� 4�.40ʶ��.78 O��2�

3�年ੜ� 4�.4�ʶ�7.�� O��0� 4�.00ʶ�7.2� O� 80 47.7�ʶ��.77 O� 7�

��年ੜ� 48.��ʶ��.7� O��2� 4�.��ʶ��.74 O� 84 4�.27ʶ��.�7 O��07

��年ੜ� 4�.�0ʶ�7.23 O� 8� 44.84ʶ�8.0� O� �7 4�.�3ʶ��.82 O��02

શମ� 48.73ʶ��.�3 O�4�8 4�.��ʶ�7.22 O�3�7 48.3�ʶ��.�4 O�4�3

出身地 高知大学 和歌山県立医科大学 三重大学 

大౎ࢢ� 4�.�2ʶ�7.02 O��00 43.3�ʶ��.8� O� �2 4�.2�ʶ�7.�� O� 8�

�地ࡏிॴݝ 48.7�ʶ��.3� O��8� 4�.�0ʶ�7.22 O��2� 48.3�ʶ��.74 O��47

地ํ౎ࢢ� 4�.88ʶ��.2� O��2� 4�.�8ʶ�7.�� O��00 4�.0�ʶ��.4� O����

�ଜ・཭ౡࢁ ��.88ʶ�4.�� O� 8 ��.�0ʶ��.4� O� 4 �0.7�ʶ��.88 O� �4

શମ� 48.73ʶ��.�3 O�4�8 4�.��ʶ�7.22 O�3�7 48.3�ʶ��.�4 O�4�3
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❸ɹܦ೥ൺֱ
　学生全体のスコアを令和 4 ～ 7 年度で比較したが、いずれの大学においても有意な変化はない。

年度 高知大学 和歌山県立医科大学 三重大学 

令和4年౓ 48.34 ʶ �.38� O�247 4�.77 ʶ 7.�� O�273 48.�3 ʶ 7.04 O���7

令和 �年౓ 4�.28 ʶ �.23� O�37� 48.�4 ʶ 7.7� O�277 48.�7 ʶ 7.�7 O�332

令和 �年౓ 4�.0� ʶ 7.�0� O�3�� 4�.�0 ʶ 8.�� O�2�� 47.82 ʶ 7.28 O�340

令和 7年౓ 48.73 ʶ��.�3 O�4�8 4�.�� ʶ�7.22 O�3�7 48.3� ʶ��.�4 O�4�3

　学年別に検討したが、大学、学年により特定の傾向は見られなかった。地域志向性の高い学生が
入学しているか、卒業時点での地域志向性を高められているか、今後とも注視していく必要がある。

��

��

��

��

��

��

��
高知大学

˙�令和4年౓　�˙�令和 �年౓　�˙�令和 �年౓　�˙�令和 7年౓

̍೥ੜ ̏೥ੜ ̑೥ੜ ̒೥ੜ શମ

��

��

��

��

��

��

��
和歌山県立医科大学

˙�令和4年౓　�˙�令和 �年౓　�˙�令和 �年౓　�˙�令和 7年౓

̍೥ੜ ̏೥ੜ ̑೥ੜ ̒೥ੜ શମ

��

��

��

��

��

��

��
三重大学

˙�令和4年౓　�˙�令和 �年౓　�˙�令和 �年౓　�˙�令和 7年౓

̍೥ੜ ̏೥ੜ ̑೥ੜ ̒೥ੜ શମ

��
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　令和 5 年度（ 1 年次、３年次）と令和 7 年度（ 3 年次、5 年次）、令和 6 年度（ 5 年次）と令和 7
年度（ 6 年次）。令和 4 年度（ 3 年次）と令和 7 年度（ 3 年次）の両方の回答が得られた学生につい
て、地域志向性スコアを比較した。両年で有効回答を得られた学生は、それぞれ 180 名、206 名、
222 名、141 名であった。1 年次から 3 年次にかけて地域志向性の有意な低下が認められた。

全体
n=180

高知大学
n=84

和歌山県立医科大学
n=64

三重大学
n=32

令和�年౓�年࣍ �0.�� ʶ �.08 �0.4� ʶ �.87 4�.0� ʶ �.2� �3.�4 ʶ 4.��

令和7年౓3年࣍ 4�.4� ʶ 7.�3 4�.48 ʶ 7.24 4�.7� ʶ 7.�7 47.8� ʶ �.83

૿Ճྔ ô4.�3 ʶ �.�4 ô3.�8 ʶ �.�� ô3.34 ʶ �.�� ô�.�3 ʶ �.27

全体
n=206

高知大学
n=85

和歌山県立医科大学
n=29

三重大学
n=92

令和�年౓3年࣍ 48.3� ʶ �.�2 4�.�8 ʶ �.�� 4�.4� ʶ �.�3 48.�� ʶ 7.��

令和7年౓�年࣍ 47.�� ʶ �.4� 4�.34 ʶ �.28 4�.72 ʶ �.�� 4�.38 ʶ �.��

૿Ճྔ ô0.80 ʶ �.78 0.�� ʶ �.78 ô0.�� ʶ �.�4 ô�.73 ʶ �.77

˙��年࣍　　˙��3 年࣍

1年次 ▶▶▶ 3年次

શମ�O���� 高知大学�O��� 三重大学�O���和医大�O���
��

��

��

��

��

ˎˎ ˎˎ ˎˎ
ˎˎ

QBJSFE�U�UFTUɹ�1�����ɹ��1�����

˙�3年࣍　　˙��� 年࣍

��

��

��

��

��

3年次 ▶▶▶ 5年次

શମ�O���� 高知大学�O��� 三重大学�O���和医大�O���

ˎ OT OT ˎˎ

QBJSFE�U�UFTUɹ�1�����ɹ��1�����

��
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全体
n=222

高知大学
n=79

和歌山県立医科大学
n=53

三重大学
n=90

令和�年౓�年࣍ 47.3� ʶ 7.4� 48.�� ʶ �.28 44.�3 ʶ 8.3� 47.74 ʶ 7.44

令和7年౓�年࣍ 48.�4 ʶ 7.43 4�.�� ʶ �.�� 44.32 ʶ 7.�8 �0.0� ʶ �.80

૿Ճྔ �.23 ʶ �.4� 0.�� ʶ �.72 0.��ʶ 7.�� 2.34 ʶ �.�4

全体
n=141

高知大学
n=36

和歌山県立医科大学
n=56

三重大学
n=49

令和4年౓3年࣍ 47.�2 ʶ �.�4 �0.44 ʶ �.�� 4�.0� ʶ 7.48 48.4� ʶ �.�4

令和7年౓�年࣍ 47.80 ʶ 7.48 4�.8� ʶ �.87 44.82 ʶ 7.7� 4�.�� ʶ �.��

૿Ճྔ 0.�8 ʶ �.�0 ô0.�8 ʶ �.4� ô0.23 ʶ �.�� 0.74 ʶ 4.��

˙��年࣍　　˙��年࣍

��

��

��

��

��

5年次 ▶▶▶ 6年次

શମ�O���� 高知大学�O��� 三重大学�O���和医大�O���

QBJSFE�U�UFTUɹ�1�����ɹ��1�����

ˎ OT
OT

ˎˎ

˙�3年࣍　　˙��年࣍

��

��

��

��

��

3年次 ▶▶▶ 6年次

શମ�O���� 高知大学�O��� 三重大学�O���和医大�O���

QBJSFE�U�UFTUɹ�1�����ɹ��1�����

OT OT
OT

OT
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　次に令和 6 年度および令和 7 年度のアンケートの回答者のうち、経年的な変化を追跡できた
学生、のべ 1,160 人分の回答結果を分析した。

全　体 高知大学 和歌山県立医科大学 三重大学

�年࣍ͱ3年࣍ 2�8 �48 7� 7�

3年࣍ͱ�年࣍ 3�8 ��� �3 �4�

�年࣍ͱ�年࣍ 3�3 �40 �24 ��

3年࣍ͱ�年࣍ �4� 3� �� 4�

ܭ �
��0 443 348 3��

　また、これら経年的な変化を追跡できた学生を、期間内での本プロジェクトのプログラム（必
修を除く）の受講状況により、曝露なし、低曝露、高曝露の 3 群に分けて検討をおこなった。概
ね 1 日単位のプログラムを 1 ポイント、1 週間で 5 ポイントとして各学生の受講状況を算定した。
0 ポイントを曝露なし群、20 ポイント以上の学生を高曝露群、それ以外を低曝露群とした。各
群の構成は、次のとおりである。

全　　体 曝露なし 低 曝 露 高 曝 露

�年࣍ͱ3年࣍ 2�8 230 4� 23

3年࣍ͱ�年࣍ 3�8 2�7 �� �0

�年࣍ͱ�年࣍ 3�3 2�0 �2 2�

3年࣍ͱ�年࣍ �4� �08 27 �

ܭ �
��0 �2� �7� �0

　前述の通り、全体として地域志向性スコアは 1 から 3 年次、3 から 5 年次で低下、5 から 6 年
次で有意に上昇していた。しかし、プログラムの受講状況が高曝露であった学生は、1 から 3 年
次では他群でみられる有意なスコアの低下は認められず、5 から 6 年次では他群と異なり有意な
スコアの上昇が認められた。
　さらに学生の地域志向性による層別化をおこない検討した。1 回目の地域志向性スコアが下位
1/3 の学生を低志向群、上位 1/3 の学生を高志向群、それ以外を中志向群とし、それぞれ教育プ
ログラムの受講状況別により地域志向性の変化を検討した。1 から 3 年次では、中志向群、高志
向群で地域志向性が低下、3 から 5 年次では、低志向群で上昇、高志向群で低下する傾向があった。
5 から 6 年次では、低志向群および中志向群で上昇、高志向群で低下する傾向があった。プログ
ラムの受講状況との関係では、1 から 3 年次の中志向群において高曝露であった学生が有意なス
コアの低下がない、5 から 6 年次の高志向群において、曝露なしの学生が有意にスコアが低下す
る一方、低曝露、高曝露であった学生にはスコアの低下がなかった。プログラムの受講と地域志
向性に相関関係を認め、プログラムが地域志向性を向上した可能性はあるが、地域志向性が改善
した学生がプログラムに参加した可能性もある。今後は継続的に調査をおこなうとともに、地域
志向性スコアの内訳についても分析し、地域志向性の改善と関連する学生の特性についても検証
していきたい。
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QBJSFE�U�UFTUɹ�1�����ɹ��1�����

˙��年࣍　　˙��3 年࣍

��

��

��

��

��

1年次 ▶▶▶ 3年次

શମ�O���� മ࿐ͳ͠�O���� 高മ࿐�O���௿മ࿐�O���

ˎˎ ˎˎˎˎ OT

˙�3年࣍　　˙��� 年࣍

��

��

��

��

3年次 ▶▶▶ 5年次

શମ�O���� മ࿐ͳ͠�O���� 高മ࿐�O���௿മ࿐�O���

OTˎ OT
OT

˙��年࣍　　˙��� 年࣍

��

��

��

��

5年次 ▶▶▶ 6年次

શମ�O���� മ࿐ͳ͠�O���� 高മ࿐�O���௿മ࿐�O���

ˎ OT OT ˎ

˙�3年࣍　　˙��� 年࣍

��

��

��

��

��

3年次 ▶▶▶ 6年次

શମ�O���� മ࿐ͳ͠�O���� 高മ࿐�O��௿മ࿐�O���

OT
OT

OT
OT
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QBJSFE�U�UFTUɹ�1�����ɹ��1�����

中志向群 高志向群低志向群

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

1年次 ▶▶▶ 3年次
˙��年࣍　　˙��3 年࣍

Os ˎ

શମ
O��03

മ࿐ͳ͠
O�87

௿മ࿐
O��

高മ࿐
O�7

Os
ˎˎ

3年次 ▶▶▶ 5年次
˙�3年࣍　　˙��� 年࣍

ˎˎ ˎˎ

શମ
O��2�

മ࿐ͳ͠
O���3

௿മ࿐
O��0

高മ࿐
O�3

ˎ

Os

5年次 ▶▶▶ 6年次
˙��年࣍　　˙��� 年࣍

ˎˎ ˎˎ

શମ
O���7

മ࿐ͳ͠
O��32

௿മ࿐
O�2�

高മ࿐
O�4

ˎˎ
ˎ

3年次 ▶▶▶ 6年次
˙�3年࣍　　˙��� 年࣍

ˎˎ
ˎ

શମ
O��2

മ࿐ͳ͠
O�4�

௿മ࿐
O��0

高മ࿐
O��

Os

1年次 ▶▶▶ 3年次
˙��年࣍　　˙��3 年࣍

ˎˎ ˎˎ

શମ
O�8�

മ࿐ͳ͠
O�7�

௿മ࿐
O���

高മ࿐
O�3

Os
Os

3年次 ▶▶▶ 5年次
˙�3年࣍　　˙��� 年࣍

Os
ˎ

શମ
O����

മ࿐ͳ͠
O�87

௿മ࿐
O�22

高മ࿐
O�2

Os
Os

5年次 ▶▶▶ 6年次
˙��年࣍　　˙��� 年࣍

ˎˎ ˎ

શମ
O�73

മ࿐ͳ͠
O���

௿മ࿐
O���

高മ࿐
O�7

Os
ˎ

3年次 ▶▶▶ 6年次
˙�3年࣍　　˙��� 年࣍

Os Os

શମ
O�38

മ࿐ͳ͠
O�28

௿മ࿐
O�8

高മ࿐
O�2

Os
Os

1年次 ▶▶▶ 3年次
˙��年࣍　　˙��3 年࣍

ˎˎ ˎˎ

શମ
O��0�

മ࿐ͳ͠
O��8

௿മ࿐
O�2�

高മ࿐
O��3

ˎˎ ˎ

3年次 ▶▶▶ 5年次
˙�3年࣍　　˙��� 年࣍

ˎˎ ˎˎ

શମ
O��2�

മ࿐ͳ͠
O��7

௿മ࿐
O���

高മ࿐
O��

ˎˎ
ˎˎ

5年次 ▶▶▶ 6年次
˙��年࣍　　˙��� 年࣍

ˎˎ ˎˎ

શମ
O��33

മ࿐ͳ͠
O��03

௿മ࿐
O�20

高മ࿐
O��0

Os Os

3年次 ▶▶▶ 6年次
˙�3年࣍　　˙��� 年࣍

ˎ ˎ

શମ
O���

മ࿐ͳ͠
O�3�

௿മ࿐
O��

高മ࿐
O�3

Os Os
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　４．広報活動
　　■ ウェブサイト

　黒潮医療人養成プロジェクトの 3 大学だけではなく、他大学、地域医療機関の従事者、行政、
地域の人々にもプロジェクトを知っていただき、つながりを深めることを目的とし、令和 5 年
2 月に開設しました。Instagram とも連動し、プロジェクトでの活動の写真などを発信しています。

　　　● アクセス
・΢ΣϒαΠτ
　URL : https://kuroshio-pjt.com/

・*OTUBHSBN
　　ID : kuroshio_pj　

　　　● コンテンツ
・はじめに 黒潮医療人養成プロジェクトの概要、事業責任者のあいさつ等
・プログラム説明 3 大学の各教育プログラムの説明
・e-learning 履修学生用のオンライン学習動画コンテンツ
・学生の声  本プロジェクトのプログラムを経験した学生と教員との座談会の様子
・シンポジウム 合同シンポジウムに関する告知や参加申し込み
・お知らせ・トピックス　更新のご案内、イベント開催の告知、事業報告書の掲載など
・関係者ページ 事業推進委員会、事業評価委員会の議事録など
・ 関係機関リンク 地域医療人材養成拠点病院のウェブサイトのリンク

　　　● ウェブサイト来訪者解析
　Google アナリティクス４によりウェブサイトに来訪者の動向を分析し、プロジェクトの魅
力がより伝わるよう、発信内容や広報活動の向上に努めています。3 月末時点で、サイトの総
ユーザー数は 1.1 万人、総表示回数は 9.8 万回を記録しました。昨年の同時期と比べると総ユー
ザー数は約 5,000人、総表示回数は 2.7万回増加しており、今後も積極的な情報発信に努めます。

　　　● 「学生の声」のページ
　プロジェクトの学びの魅力や成果を、学生の体験談を通じて活き活きと伝えることを目的と
しています。令和 7 年８月に新たに座談会記事を掲載しました。三重大学附属病院大規模災害
訓練（令和 6 年 9 月）にあわせておこ
なわれた、3 大学のアクティブラーニン
グコース（災害救急・感染症コース）の
学生と教員らによる座談会の様子を紹介
しています。
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● アクティブラーニング（災害救急・感染症コース）座談会記事（一部掲載） 
 「防災訓練 in 三重」から、災害医療を考える  ～医学生と救急科医師のクロストーク～

■ Instagram
　プロジェクトのイベントや体験実習の様子を Instagram に
投稿し、情報発信をおこなっています。Instagram の活用に
より、より多くの人々や医療機関との情報共有が可能になり、
交流の幅が広がりました。現在、フォロワー数は 850 人で、
昨年度同時期より約 2 倍に増加しています（令和 8 年 3 月
18 日時点）。今後もより投稿内容を充実させ、情報発信の相
乗効果を高めていく予定です。

三重、高知、和歌山の 3県は、科学的に想定される
最大クラスの南海トラフ地震が発生した際の想定震
度が 6強以上、想定津波高は 10m超と、いずれも
高い災害リスクを抱えています。この共通課題に立
ち向かう 3大学の学生と教員が集まり、災害時の医
療に今後どのように備え、向き合っていくべきか、
それぞれの立場から話し合いました。

˛�*OsUaHram ౤هߘ事（Ұ部ൈਮ）˛ࠇ�ை医療人養成ϓロδΣΫト *OsUaHram�ΞΧ΢ϯト　

研究活動を通じて得たものは？
三重大生：ೳొͱࡾॏݝ͸形΍ಓ࿏ɺೆ๺の医療֨ࠩͳͲ
΋͍ͯࣅ·͢ɻࠓճɺ࣮ࡍʹೳొͰ͖ͨͯ͑ݟ課୊ʹͭ
͍ͯ学ͼɺ΋͜͠の··Կ΋͠ͳ͍Ͱೆւトϥϑ地਒͕
͠·͡ײ͘ڧΔͱಉ͡Α͏ͳ͜ͱʹͳͬͯ͠·͏ͱ͜ى
ͨɻ学ੜのஈ֊ͰͦΕΛ知Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͯɺ͍͍͘͢͝
学ͼʹͳͬͨͱ͍ࢥ·͢ɻ
　·ͨɺ๷܇ࡂ࿅Λମͯ͠ݧɺ学ੜͰ医療ߦҝ͸Ͱ͖ͳ͍
ཱ৔Ͱ͸͋Δ͚ΕͲɺͨͬ͜ى͕֐ࡂΒԿ͔ࣗ෼ͨͪʹ
΋Ͱ͖Δ͜ͱ͸͋ΔͩΖ͏ͱ͍͏の͸ͱͯ΋͡ײ·͠
ͨɻൖૹͰ͋ͬͨΓɺ͞ऀױΜのٸมͰ͋ͬͨΓɺͦ͏
͍͏͜ͱʹΞϯςナΛ͸͓ͬͯ͘͜ͱ͸ଞの人ΑΓͰ͖
Δͱ͍ࢥ·͢ɻ
·ͣ͸ɺٸۓ事ଶ͕ͨͬ͜ىͱͯ͠΋Կ͔ಈ͚ΔΑ͏ͳ
人ʹͳΔɻͦの্Ͱ࣮ࡍɺ医ࢣʹͳͬͨ時ʹ͸ɺͲのΑ
͏ͳͯͬ͜ى͕֐ࡂ΋ಈ͚ΔΑ͏ʹɺ͜Ε͔Β΋学श͠
͍͖͍ͯͨͳͱ͍ࢥ·͢ɻ
高知大生：ԿΑΓ΋医学ੜの͏͔ͪΒಈ͚Δ͜ͱ͕͋Ε͹
ಈ͘ɺͦΕ͕大事ͩͱ͍ࢥ·ͨ͠ɻٸۓ事ଶ΍༧͠ظͳ
͍͜ͱ͕͖ͨى時ͬͯɺࠓのࣗ෼͕ಈ͍͍͍ͯの͔Θ͔
Βͳ͍ͱ͔ɺ୭͔͕ಈ͘のΛ଴͔ͬͯΒಈ͍ͨํ͕Ϧス
Ϋ΍ࣦഊ͕ͳ͍ͱͯͬࢥɺ݁局ಈ͚ͳ͍͜ͱ͕ଟ͍ͱࢥ
͍·͢ɻ
　ͦ͏͍͏時ʹɺࣗ෼͕Կ͔ઌਞΛ੾ͬͯಈ͚ΔΑ͏ͳ医
学ੜͰ͋Γ͍ͨ͠ɺͦのΑ͏ͳ医ࢣΛ໨͍ͨ͠ࢦͳͱࢥ
͍·͢ɻ
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ைの೾のΠϝʔδΛ߹Θͤͯࠇɺ͠ݱΛ̏৭のϒロοΫͰදࣈைのʠ,ʡの文ࠇ　
͍·͢ɻ

　৭͸ɺ和Վཱݝࢁ医科大学͕ΦϨϯδɺࡾॏ大学͕άϦʔϯɺ高知大学͕
ϒϧʔͱ֤大学のΠϝʔδΧϥʔΛऔΓೖΕ͍ͯ·͢ɻ

　ロΰ͸ɺനͱೱࠠͰΫϦʔϯͳ医療のΠϝʔδͱ਌͠Έの͋Δҹ৅のॻମͱ
͍ͯ͠·͢ɻ

黒潮医療人養成プロジェクト
ロゴマークについて
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　黒潮の“K”の文字を３色のブロックで表現し、黒潮の波のイメージを合わせて
います。

　色は、和歌山県立医科大学がオレンジ、三重大学がグリーン、高知大学が
ブルーと各大学のイメージカラーを取り入れています。

　ロゴは、白と濃紺でクリーンな医療のイメージと親しみのある印象の書体と
しています。

黒潮医療人養成プロジェクト
ロゴマークについて



高知大学・和歌山県立医科大学・三重大学

（令和7年4月～令和8年3月）

文 部 科 学 省
ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業

事務局　高知大学医学部・病院事務部
　　　　総務企画課　地域医療支援室
　　　　TEL：088-888-2744
　　　　E-mail：kuroshiodmp@kochi-u.ac.jp

黒潮医療人養成プロジェクト
令和７年度　事 業 報 告 書



（令和7年 4月 ～ 令和 8年 3月）

文部科学省  ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業




